
NEWS RELEASE 

ねこふんじゃった？いや弾いちゃった！ 

背中を押すと鳴き声で演奏できる、ねこ型楽器トイ 

『ムニュムニュ ドレミファキャット』  
3月17日（木）新発売！ 

報道関係各位 

2016年2月2日 

 
 

株式会社タカラトミーアーツ 
東京都葛飾区青戸4-19-16 

www.takaratomy-arts.co.jp 

タカラトミーグループの株式会社タカラトミーアーツ（代表取締役社長：宇佐美 博之／所在地：東京都
葛飾区）は、背中を押すと出る「ニャー」という鳴き声でいろいろな音遊びが楽しめる『ムニュムニュ ド
レミファキャット』＜希望小売価格1,200円／税抜＞を2016年3月17日から発売いたします。 

  『ムニュムニュ ドレミファキャット』は、シリコン製の肌触りが柔らかな素
材でできたねこ型の本体を押すと、「ニャー」という鳴き声を奏でる商品で
す。“ねこ”の種類は全部で8種類。それぞれの鳴き声は音階が異なり、
すべて集めると「ドレミファソラシド」の8音を揃えることができます。 
 音の楽しみ方はいろいろあります。8音の本体を、音階順に並べて押せ
ば、まるでハンドベルのような感覚でメロディーを楽しむことができ、ピアノ
のように好きな曲を演奏することも可能です。また本体を重ねて上から押
すと、重なった“ねこ”が一斉に鳴き、和音の音色を楽しめます。 
 近年、ペットとしても人気急上昇中の猫の丸く可愛らしいフォルムと、「ニ
ャー」という脱力感漂う鳴き声。ちょっと触って癒されるもよし、本格的に集
めて演奏するもよしの新感覚 “ねこ型楽器トイ”が誕生しました。 



   

 ◆本件に関する報道関係からのお問い合わせ先◆ 
 

株式会社タカラトミーアーツ 広報課 

 

TEL：03-5680-4837／FAX：03-5680-4906  

 ◆本件に関するお客様からのお問い合わせ先◆ 
 

タカラトミーアーツお客様相談室 

TEL：0570-041173（ナビダイヤル） 
※IP電話・一部携帯電話、PHS及び海外からのお電話は 

03-5650-0033をご利用ください。  

http://www.takaratomy-arts.co.jp/ 

≪製品概要≫  

■商品名：『ムニュムニュ ドレミファキャット』 

■希望小売価格：1,200円（税抜）／8種 

■パッケージサイズ：W120mm×H150mm×D130mm 

■重さ：55g 

■内容：本体 

■対象年齢：8歳以上 

■使用電池：単4形アルカリ乾電池2本使用（別売） 

■電池寿命：約7時間（連続使用した場合） 

■取扱い場所：全国の雑貨店、量販店、玩具専門店などの玩具売場ほか 

■商品ホームページ：  

 http://www.takaratomy-arts.co.jp/specials/doremifacat/ 

■権利表記： ©T-ARTS 

★ねこ型楽器の新時代スタート！  
 丸くかわいらしい外見とは裏腹に、本気で演奏すれば、見事な“ねこ”の大合唱
を奏でることもできる本商品。一人での演奏はもちろん、お友達との連弾など、本
物の楽器なみの楽しみ方ができます。 
 新ジャンルの“ねこ型楽器トイ”の登場で、近い未来、得意な楽器がピアノ、バイ
オリンなどと同列に“ドレミファキャット”と言う人が現れる時代が来るかもしれませ
ん。誰が時代の先駆者になるのか、まずは “ねこ”の背中を押してみて、最初の
鳴き声をお楽しみください。 

★一体からでも遊べる！2種類の演奏モード 

①一匹で演奏！曲モード 
 本体には、単音のほかに一曲、それぞれの“ねこ”ごとに異なる音楽が内蔵されています。本体裏のスイッチを切り
替えると、“ドレミファソラシド～“という切り替え完了の音が鳴り、内蔵曲が演奏できるようになります。本体の背中を
押すたびに音がひとつずつ進むので、リズム良く押すだけで演奏を楽しむことができます。 
 お友達と一緒に押すスピードを競争したりして遊ぶこともできます。 

ソライロキャット ライムキャット シャムネコ トラネコ 

ドラネコ ハチワレネコ ミケネコ ファンタジーキャット ド レ ミ ファ 

ソ ラ シ ド ↑ 

パッケージ 

本体 

内蔵曲：歓喜の歌 内蔵曲：キラキラ星 内蔵曲：アマリリス 内蔵曲：ちょうちょう 

内蔵曲：メリーさんのひつじ 内蔵曲：アメイジンググレイス 内蔵曲：聖者の行進 内蔵曲：ぶんぶんぶん 

②集めて演奏！単音モード 
 本体裏のスイッチを曲モードの反対側に切り替えると、今度は単音モードに切り替わります。それぞれの“ねこ”がも
つ単音がでるので、異なった音階の“ねこ”を複数集めてオリジナルの演奏をすることができます。また、押している間
はずっと鳴き声が出続け、演奏する音楽に表現がつけやすくなり、本格的に演奏を楽しむこともできます。 


